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▲軟弱地盤において不同沈下を防ぐ▲不織布との併用で中詰め材の適用範囲を拡大

マットレス工法〈軟弱地盤対策工法〉

マットレス工法は基礎地盤が軟弱な場合に、構造物の基礎
部を補強材で包み込む工法です。基礎部の一体化効果と
ジオテキスタイルの引張力により、基礎地盤の地耐力を向
上させ、構造物の不同沈下などの変形を防止します。　

●特長

局所的な地盤補強に有効な手法です。

クラッシャランなど ジオテキスタイル

太陽光発電パネル基礎

太陽光発電パネル基礎/
マットレス工法

1. 優れた経済性
プレキャストコンクリートブロックを設置するタイプです。
半埋設施工とすることでより小型・軽量を実現しています。
現場打ち基礎の場合に比べて工期の短縮が可能です。

2. 強固な構造
独立フーチング状の基礎ブロックとなっており、発電パネルの架
台支柱箇所に設置します。設置後、天端にアンカーを施工し、架
台設置の金具を取り付けます。

●特長

基本形状図

施工例

形状・寸法
重量

ソーラースタンド 参考重量：495kg

多様な現場や条件に応じ、施工方法から特注製品開発まで
トータルにご提案致します。
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■正面図

ソーラースタンド

※太陽光発電所の仕様・条件にもとづき、適用算定いたしますのでご相談下さい。
　算定の結果により現場打ちコンクリートによる巻立てをご提案させて頂く場合があります。
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▲L型擁壁の基礎地盤補強の採用事例。農耕地に隣接しているため、コンクリートによる地盤改良が行えず、周囲の環境に影響を与えな
　いジオグリッドを用いた「マットレス工法」が採用になりました。




